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日時：令和３年３月１７日（水）
９時１５分から

会場：第４応接室
（鳥取県庁本庁舎３階）

出席：知事、危機管理局、
生活環境部、農林水産部、
教育委員会

兵庫県での豚熱感染野生いのしし
確認に係る防疫対策連絡会議

2

１ 豚熱の発生段階と県の対応

２ 豚熱の国内発生状況

３ 兵庫県の野生いのしし確認概要

４ 鳥取県でのワクチン接種の対応について

５ お願い

会議内 容
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豚熱の発生段階と鳥取県の対応

【レベル１】 海外発生段階 発生予防・防疫体制の構築

発生予防の強化・徹底・
監視の強化

【レベル２】 国内発生段階
(庁内連絡会議）

【レベル３】 隣接県確認段階（野生いのしし含）

（CSF防疫対策連絡会議）

発生予防の強化・徹底・監視強化

野生いのししでの
ウイルス浸潤状況確認

野生いのししでの

ウイルス浸潤侵入監視
強化

野生いのししでのウイル
スまん延防止

【レベル４】（CSF防疫対策連絡会議）
野生いのしし県内確認段階 監視強化

【レベル５】（CSF防疫対策本部立ちあげ）
県内養豚農場発生段階 ウイルスの封じ込め

野生いのししでのウイル
ス拡散防止対策

・県内飼養豚の異常の有無の確認強化
・農場への衛生管理の指導強化
・農場の緊急消毒
・関係部局への発生情報の提供・注意喚起
・飼養豚への豚熱ワクチン接種

3/17からのレベル

（3/16までのレベル）

豚熱が確認された都府県
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豚熱の国内発生状況

４ 野生いのししでの検出状況（令和３年３月１0日現在
農水省調べ） →陽性例は23都府県で確認
県名 陽性確認頭数 検査頭数

山形県 １頭 １９１頭

福島県 １７頭 ２１１頭

茨城県 ３頭 １，０９５頭

栃木県 ９頭 ６６０頭

群馬県 １０７頭 ２，１０４頭

埼玉県 １１８頭 １，２１３頭

東京都 ８頭 １２１頭

神奈川県 １３頭 ８３２頭

新潟県 ３４頭 ３９１頭

富山県 ８０頭 ６０７頭

石川県 ４７頭 ６３６頭

福井県 １１９頭 １，２６８頭

県名 陽性確認頭数 検査頭数

山梨県 ６８頭 ３５０頭

長野県 ２６３頭 １，１１４頭

岐阜県 １，２０９頭 ５，２８７頭

静岡県 ３００頭 ３，６０８頭

愛知県 １３９頭 ２，４４３頭

三重県 ３３０頭 ３，５７２頭

滋賀県 ２５０頭 １，１６９頭

京都府 ２６頭 ２５５頭

大阪府 ７頭 ２５頭

奈良県 ２１頭 ２９６頭

和歌山県 ４２頭 ３７９頭

合計 ３，２１１頭 ２７，８２７頭

野生いのししで感染が確認された地点

R3.2.3現在

●
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兵庫県の野生いのしし確認概要

１ 場所 兵庫県丹波市春日町

２ 材料 死亡いのしし２頭

３ 概要
・３月１４日（日）丹波市内で死亡した野生いのししの通報
・３月１５日（月）家畜保健衛生所で豚熱遺伝子検査陽性
・３月１６日（火）農研機構動物衛生研究部門が精密検査を

実施し、ワクチン株を否定。
同日午後７時30分に農林水産省と共同で報
道発表

（兵庫県は令和２年６月から飼養豚へ豚熱のワクチン接種を
接種を開始し全頭接種済）

４ 国の対応
農林水産省は、３月１７日(水）に食料・農業・農村政策審議
会 家畜衛生部会第７３回牛豚等疾病小委員会を開催し、鳥取
県と岡山県を豚熱ワクチン接種推奨地域に設定

ワクチン接種推奨地域指定

○ 農林⽔産省が豚熱ワクチン接種推奨地域に設定後、⿃取県豚熱ワクチン接種プログラムを作成し、農林
⽔産省との協議後、家畜伝染病予防法第6条の接種命令によりワクチン接種を開始する。

出荷調整

ワクチン接種プログラム作成

ワクチン接種手続き

3/16

農場の衛生管理強化
ワクチン接種体制整備

鳥取県での豚熱ワクチン接種の対応について

兵
庫
県
で
の
野
生
い
の
し
し
感
染
確
認

ワクチン接種
開始及び実施

4月末

接種命令
告示鳥取県

農林水産省

協
議

第７３回牛豚等疾病小委員会

養豚農場

と畜場、化製場

県内農場への指導強化

ワクチン接種、非接種豚の交差汚染防止対策

調
整

ワクチン等資材購入準備等

侵入防止柵等点検、緊急消毒

ワクチン接種
豚出荷

※野生いのししに対する経口ワクチン散布は、国と協議しながら計画を作成

4月上旬

承
認

3/17
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(参考） 豚及びいのししの飼養状況

豚及びいのしし飼養施設
(愛玩、展示施設を含む）

地域 農場数 頭 数

東部 ４戸 １，７２２頭

中部 １２戸 １３，３８２頭

西部 １２戸 ５２，７９８頭

合計 ２６戸 ６７，９１２頭

（令和2年2月1日現在 鳥取県調べ）

10

豚熱対応窓口

(24時間対応しています。）

■生産者の皆さんの相談窓口

鳥取家畜保健衛生所 ０８５７－５３－２２４０ （夜間休日は転送）

倉吉家畜保健衛生所 ０８５８－２６－３３４１ （ 〃 ）

西部家畜保健衛生所 ０８５９－６２－０１４０ （ 〃 ）

■豚熱に係る死亡いのししに関する通報窓口
畜産課 ０８５７－２６－７２８６

０９０-８０６１－９１０９ (休日、夜間）

■豚熱に係る野生いのししに関する相談窓口

緑豊かな自然課 ０８５７－２６－７９７９ （夜間休日は守衛に転送）

中部総合事務所生活環境局 ０８５８－２３－３１４９ （ 〃 ）

西部総合事務所生活環境局 ０８５９－３１－９３２０ （夜間休日 ０８５９－３４－６２１１）

■平日夜間、休日、祝日相談窓口

県庁受付 ０８５７－２６－８６６３
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お願い

■豚熱（ＣＳＦ）は、豚、いのししの病気であり、人に感染す
ることはありません。また、感染豚の肉が市場に出回ること
はありません。

■野生いのししの検査状況から、県内に豚熱が浸潤している
可能性は低いと考えられます。異常な死亡野生いのししを
発見した場合は、県農業振興戦略監畜産課まで連絡し、その
指示に従ってください。

■現場での取材は、本病のまん延を引き起こすおそれがあるこ
となどから厳に慎むよう御協力をお願いいたします。特に報
道関係者の皆様におかれましては、養豚農場へ立ち入るよう
な取材は防疫上ご遠慮ください。

■今後とも、迅速で正確な情報提供に努めますので、根拠のな
い噂などにより混乱することがないよう、御協力をお願いし
ます。


